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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜患者様連絡事項＞

・水梨　孝純様　　　シンラック液10ｍｌ　１本　処方となる。

・高橋　礼子様　　　排便-4日目　グリセリン浣腸120ｍｌ施行。反応便

・佐々木　悦子様　　ＡＺ点眼液　1本　処方となる。

・切明　茂様　　　　カリーユニ点眼液1本処方となる。

・蝦夷森　重雄様　　便秘時シンラック服用の予測指示あり。

・清水　徹様　　　　便秘時シンラック服用の予測指示あり。

・種市　久子様　　　拒薬時経過観察。便秘時シンラック服用の予測指示あり。

・長谷川　陽一様　　鼻汁、鼻閉続いておりＰＬ3Ｐ毎食後3日分継続処方あり。

　　　　　　　　　　疼痛時、ヨウフェナック1Ｔ服用の予測指示継続。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・神田　直樹様　　　現在措置入院に至った症状は改善されてきている。措置入院解除の方向で

　　　　　　　　　　ご家族との面談や書類の作成等を行なっているところです。以前のような

興奮や衝動的行動はないが時にイライラしているような発言が聞かれるこ

とある。服薬により以前のようにイライラはしなくなたと服薬の効果の自

覚はあり。引き続き疾病病教育を行い症状の対処方法や服薬の必要性を理

解して頂く必要がある。

又、主治医より現実的な思考を持つ為にも漫画本ばかりではなく読書を

するように進められ読書をしている。対人面では、同室者との接し方にストレスを感じやすい面があり状況に対しての対人スキルの習得も必要な状況であり今後ＳＳＴ等の場を活用してスキルを身に着けて頂く必要もある。

　又、家族に対しても疾病教室を行い。疾病の理解をして頂く必要性がある。

・成田　勝弘様　　　被害妄想がなくならず。時に切迫した様子でスタッフに訴えてくることもある。現在は、訴えを聞くことでいったん落ち着くこと出来ていますが、

　　　　　　　　　　衝動行為に及ぶリスクは高い状態にある為、ご本人の安全の為必要時は早急な環境調整やＤｒへの報告指示受けを行なう必要あり。

・藤井　崇史様　　　ぼんやりしていること多く、日課は行なえているが他者との交流など殆ど無く臥床していることが殆ど（以前は他者との交流も持てていた。）身の回りに関心持てずベットサイド乱雑のまま。被害妄想などの訴えてくることはないが、何らかの精神症状があることが考えれられます。

　　　　　　　　　　以前ご家族の面会の際には両親を脅迫するような発言も聞かれていたそうですがスタッフが近づくと発言を止めてしまう等、症状をスタッフには知られたくないない為に訴えずに過ごされていることも考えられます。

　　　　　　　　　　臥床している際にも時々声を掛けたり、見守りをして本人の変化に早く気付けるようにいていく必要あり。

　＊病棟クリスマスパーティーの打ち合わせを行なう。

　　　　　　　　　　










